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研究成果の概要（和文）：将来実用化が期待されている立体映像のデータ圧縮率を向上させる基盤的技術を明ら
かにしました。具体的には、映像の画素毎の見かけの動きベクトルおよび奥行き方向の動き（シーンフロー）の
高精度な推定によって画素値の予測誤差を小さくすることで、圧縮率を向上させています。データ圧縮における
映像フレームと奥行きマップの送信順序の観点から、段階的にこれらの動きを推定する方法を提案しました。

研究成果の概要（英文）：We have identified a fundamental technology that improves the data 
compression ratio of 3D video, which is expected to be put into practical use. Specifically, the 
compression ratio is improved by reducing the prediction error of pixel values through highly 
accurate estimation of apparent motion vectors and motions in the depth direction (scene flow) for 
each pixel of the video. In terms of the transmission order of video frames and depth maps in data 
compression, we proposed a method to estimate these motions step by step.

研究分野： 画像処理

キーワード： 画像符号化　映像符号化　オプティカルフロー　シーンフロー　奥行きマップ　動き補償　動き推定　
データ圧縮
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義として、本研究は映像データ圧縮符号化の研究分野とコンピュータビジョンの研究分野との横断的テ
ーマであり、それぞれの技術をうまく融合させることで新たな価値を実現しているため、両分野の学術的発展に
も寄与することが考えられます。また、工学的・社会的意義として、本研究成果は、将来の立体テレビジョン放
送や映像配信、ビデオ撮影など広く一般社会に普及するであろう技術の基盤となりうることが挙げられます。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

映像データ圧縮符号化方式は、放送、通信、スト
レージなどの様々な分野の基盤技術であり、そのさ
らなる進化は、IoT (Internet of Things) での大規
模な通信量の削減や、災害時等に輻輳する通信イン
フラでの高品質な映像中継などを行うためにも必
要不可欠である。このような要求のもと、次世代の
映像データ圧縮符号化方式のための研究開発が国
内外で始まっており、更なる性能向上のためには既
存の圧縮の枠組み自体を大幅に刷新する必要があ
ると予想されている。さらに、被写体の奥行き情報
を含む立体映像(3DTV) データのための拡張機能
(3D-HEVC)の規格化も行われている。 
この規格における立体映像データは多視点の奥

行き情報付き映像(RGB-D 映像)（図 1）で構成さ
れ、任意視点テレビ放送や、ステレオ内視鏡による
臓器の立体情報の伝送・蓄積など、医工学のみなら
ず国家的な幅広い応用が期待されている。このよう
な立体映像データの圧縮方式について国際的な研
究開発が活発に行われており、圧縮率のさらなる向上が求められている。 
映像に対して高圧縮率を実現する基盤技術としてインター予測があり、その一つがフレーム

間相関を用いる動き補償予測である。動き補償予測では、符号化対象フレームのブロック領域単
位の動きベクトル等を付加情報として送信し、符号化済みフレームから符号化対象フレームを
予測している。また、立体映像符号化におけるインター予測には、視点間相関を利用する視差（奥
行き）補償予測もあり、動き補償予測と同様に視差ベクトル等を付加情報として送信して符号化
対象フレームを予測する。しかし、従来の動き・視差補償は、映像上の被写体に対してブロック
毎の変位を仮定しており、局所的な拡大縮小や回転、変形などの動きには必ずしも適切ではない。
代表者は従来の映像符号化の動き補償予測に対し、符号化済み映像から推定した画素毎の見か
けの動き（オプティカルフロー）を用いることで拡大縮小などの局所的な画素毎の動きを付加情
報なしに復元し、符号化対象フレームの近似フレームを生成する技術を提案している。この技術
は既存のブロック毎の動き補償予測や直交変換符号化と組み合わせることで圧縮率を高めるこ
とができる。 
立体映像の画素毎の動き推定については、単眼 RGB-D 映像やステレオ映像からのシーンフ

ロー推定法が 2000 年頃から欧米を中心に研究されている。シーンフローは、画素毎の奥行き方
向の速度もしくは視差の時間変化と、オプティカルフローから構成され、被写体表面の 3 次元
の速度を表している。そのため、ロボットや自動運転技術におけるジェスチャー理解や障害物認
識などへの応用が期待されている。代表者はシーンフロー推定理論について、映像やパラメータ
に依存しない安定な数値計算法を提案しており、任意の映像の入力と符号化のための任意のパ
ラメータ調整を可能とした。この業績と 2 次元映像符号化における業績を踏まえ、シーンフロ
ーを立体映像の画素毎のインター予測に応用できるという着想に至った。 

 
 
２．研究の目的 
 

3D テレビ放送などへの実用化が期待されている、奥行き情報を伴う多視点映像で構成される
立体映像情報のデータ圧縮率の向上を目的として、下記 4 つの研究項目の実現により立体映像
情報の次世代高能率符号化方式のための技術基盤を確立する。 
・ステレオと RGB-D のシーンフローによる画素毎のインター予測の構築   
・ステレオ間またはフレーム間の遮蔽領域でのシーンフローの推定精度改善 
・多視点 RGB-D シーンフロー推定の理論構築と超並列計算アルゴリズムによる計算速度向上 
・多視点 RGB-D シーンフローによる多視点立体映像の画素毎のインター予測方式の確立 
 
 
３．研究の方法 
 
ステレオと RGB-D のシーンフロー推定による近似画像とその既存の符号化方式への統合 
 
符号化対象フレームより前のフレーム間から推定されたシーンフローから、微小時間変化にお

図 1 RGB-D 映像(MPI Sintel)。下図は可

視化した奥行き情報（明部：近、暗部：遠)



ける等速直線運動の仮定による画素毎の動
き・視差補償に基づき符号化対象フレームの
片方の視点の近似画像を生成し、参照ピクチ
ャリストに追加する。この後はブロックマッ
チングによる複数参照フレームインター予測
を行う。片方の視点の符号化終了後は、同時
刻の符号化済み視点画像を用いて当該フレー
ムのシーンフローを再推定し、他方の視点の
近似画像を生成する。RGB-D 映像についても
同様だが、奥行き情報の画像である奥行きマ
ップから、カメラ・被写体間の距離を復元す
ることで奥行き方向の速度を推定し、奥行き
マップに対して画素毎の動き補償と奥行き補
償（奥行きマップの輝度補償）を行う（図 2）。
直前の時刻までのシーンフローから、画素毎
の動き・奥行き補償に基づき符号化対象フレ
ームのテクスチャ画像または奥行きマップの
近似画像を生成する。続いて同時刻の符号化
済み情報を用いてシーンフローを再推定し、
もう一方の近似画像を生成する。それぞれう
まくいかない場合、シーンフローの成分を分
解し、視差変化または奥行き方向の速度と、
オプティカルフローとで独立して推定する。
続いて、画素毎のインター予測後の符号化方
式との相性について調査する。HEVC などの複
雑な方式との統合が難しい場合はインター予測誤差信号を単純に符号化する。 
 
シーンフロー推定精度向上のための信頼性評価・領域分割・遮蔽除去方法の開発 
 
フレーム間および視点間の画素毎の対応の信頼性判定を導入し、推定法を適応的に切替える

手法について研究する。具体的には、過去フレームの整数点から未来フレームの実数点に伸びる
forward flow とその逆方向に伸びる backward flow の対応関係により信頼性評価を行う。ステ
レオ視点間についても同様に行う。信頼性に基づき、動きの正則化項の重みを適応的に制御する。
うまくいかない場合は信頼性の低い対応点間の誤差を無視する。また、奥行き、映像、仮推定し
た動きに基づき画像領域を分割し、それぞれ別のパラメータでシーンフロー推定することで、遮
蔽の悪影響を抑える手法も研究する。うまくいかない場合は領域分割を既知とする。さらに、時
空間近傍のシーンフローを伝播することで遮蔽領域の裏側に存在するはずの被写体とその動き
を推定し、インター予測精度向上につなげる手法も検討する。 
 
変分法に基づく多視点 RGB-D シーンフロー推定理論の定式化とその並列計算法の構築 
 
変分法の枠組みにより、符号化済みのフレーム間と多視点間の両方の対応点誤差に基づく最適
化問題を定式化し、オイラー・ラグランジュ偏微分方程式を導出する。離散化した方程式につい
てフォンノイマンの数値安定性解析を行うことで安定条件を導出し、ラックスの等価定理によ
り数値解が解析解に収束することを証明する。うまくいかない場合は二視点の RGB-D について
まず解析する。続いて後半として、高速化のために離散方程式の数値計算を RBGS 法により高速
並列計算を行うための条件の導出やメモリ間通信速度を向上させるためのデータ構造について
解析する。 
 
等速直線運動の仮定から画素毎の動き補償予測と視差補償予測に基づき近似画像を生成し、参
照ピクチャリストに追加する。うまくいかない場合は二視点 RGB-D に対して行うか、上記と同
様にシーンフローの成分を分解し、視差変化（奥行き方向の速度）と、オプティカルフローとで
独立して推定する。 
 
 
４．研究成果 
 
シーンフローによる奥行きマップの画素毎のインター予測の構築に成功した。可逆符号化にお
いて有効性が認められることを明らかにした。遮蔽領域での画素毎の正則化重み適応制御に成
功し、動き推定と動き補償予測の精度が向上した。画素毎のシーンフロー推定のための並列計算
の可能性を明らかにし、高速計算の見込みが立った。単視点における圧縮方式が明らかになり、
複数視点における方式についてもシーンフロー推定によるインター予測の方式を検討した。こ
れらの成果のほとんどは国内外の学会の論文誌や国際会議で発表された。これらの研究テーマ

図 2 奥行き情報の画素毎のインター予測 



に関連する招待講演もいくつか実施している。また、映像データ圧縮における未来のデータの予
測という研究テーマから、多地点の太陽光発電出力値の未来の出力値の予測といった関連研究
に発展した。この関連派生テーマに関する成果も学会で発表された。 
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氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

備考

研
究
協
力
者

浜本　隆之

(HAMAMOTO Takayuki)

(10297624)

東京理科大学・工学部電気工学科・教授

(32660)


